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1-1.ＵＡＣＪ金属加工 仙台工場
工場⾧ 谷口 新吾

1-2.所在地
宮城県柴田郡柴田町上名生明神堂１１－１
ＴＥＬ:０２２４－５５－１４４１
ＦＡＸ:０２２４－５５－２８７９
品質認定

2003年 ISO9001取得
2009年 ISO14001取得
2018年 ISO14001返上
2019年 EA21取得

1.組織の概要

主にろう付接合技術
を用いた熱対策製品
を製造
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1-3.事業内容
主要製造製品

自動車用電気ヒーター部品
各種放熱用フィン（産業機器基盤、電気機関車、
ＬＥＤ照明、電気自動車）
電子部品配線などの被覆線

1.組織の概要

自動車用電気ﾋｰﾀｰ部品

電気自動車ﾊﾟﾜｰﾕﾆｯﾄ部品

大型LED部品
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環境管理責任者

（工場長）

環境責任者

業務Ｇｒ 製造Ｇｒ 品証Ｇｒ 生産技術Ｇｒ

従業員 従業員 従業員 従業員

業務Gr長 製造Gr長 品証Gr長 生産技術Gr長

1-4.事業の規模
項目 内容
売上高 1,765百万
従業員 80人
延床面積 5,414㎡

1-5.レポートの対象期間、対象範囲
2022年4月～2023年３月
発行日:2023年4月24日
対象:仙台工場

1-6.環境経営システムの実施体制

1.組織の概要

5



2.環境経営方針
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2023年4月1日作成
UACJ金属加工
仙台工場長 谷口新吾



３.環境経営目標

環境への負荷が最も大きいCO2排出に関わる電力使用量削減に特に注

力して活動しています。廃棄物量は生産量に比例した管理を進めていま
す。水は急な漏水発生が無いか、毎月使用量をトレースしています。
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指標
2021年度
実績

2022年度
年間目標

2022年度
実績

2023年度
年間目標

2024年度
年間目標

CO2排出量原単位 0.683kg/百万 0.676ton/百万 0.634ton/百万 0.669ton/百万 0.663ton/百万

1119326ｋｇ－CO2

電力使用量 2251千kWh/年 2228千kWh/年 2341千kWh/年 2206千kWh/年 2184千kWh/年

CO2排出量原単位 0.681kg/百万 0.674ton/百万 0.633ton/百万 0.667ton/百万 0.661ton/百万

ガソリン使用量 687L/年 680L/年 584L/年 673L/年 666L/年

CO2排出量原単位 1.011kg/百万 1.00kg/百万 0.768kg/百万 0.99kg/百万 0.98kg/百万

灯油使用量 415L/年 411L/年 407L/年 407L/年 403L/年

CO2排出量原単位 0.66kg/百万 0.65kg/百万 0.57kg/百万 0.65kg/百万 0.64kg/百万

LPG使用量 40.0kg/年 40.0kg/年 45.5kg/年 40.0kg/年 40.0kg/年

CO2排出量原単位 0.111kg/百万 0.110kg/百万 0.077kg/百万 0.109kg/百万 0.108kg/百万

一般廃棄物量

+産業廃棄物量
148,263kg/年 146,780kg/年 148,263kg/年 145,313kg/年 143,859kg/年

一般廃棄物量 27,045kg/年 26,775kg/年 23266kg/年 26507kg/年 26,242kg/年

産業廃棄物量 121,218kg/年 120,006kg/年 143,284kg/年 118806kg/年 117,618kg/年

水使用量 1,991m3/年 1,971m3/年 2,067m3/年 1951m3/年 1,932m3/年

未分析ｺﾝﾃﾞﾝｻ分析 ﾄﾗﾝｽ処分 －

ワニス使用量 4104kg/年 4104kg/年 4320kg/年 4104kg/年 →

不良率 2.4% 2.6% 2.4% 2.% 2%

ﾃﾌﾟｺｶｽﾀﾏｰｻｰﾋﾞｽ㈱  H28年度調整後CO2排出係数　0.477kg-CO2/kWh

不良率(損金/
売上、対象品種
HS,QH,WJ)

化学物質使用
量削減

水使用量削減

一般廃棄物
削減

廃棄物排出量
削減

産業廃棄物
削減

LPG使用量
削減

ガソリン使用
量削減

電力使用量
削減

灯油使用量
削減

項目

二酸化炭素排
出量削減



４.主要な環境経営計画の内容

１）電力使用量削減
①新工場の照明のLED化

②冬季熱漏れ対策のカーテン設置

③エア漏れ箇所の可視化による補修

２）廃棄物量削減
④産廃の表示を見やすく改善
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５.環境経営計画及び取り組み結果、評価
結果、今後の取り組み
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５.環境経営計画及び取り組み結果、評価
結果、今後の取り組み
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１）電力使用量削減
①新工場の照明のLED化



５.環境経営計画及び取り組み結果、評価
結果、今後の取り組み
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１）電力使用量削減
②冬季熱漏れ対策のカーテン設置



５.環境経営計画及び取り組み結果、評価
結果、今後の取り組み

12

１）電力使用量削減
③エア漏れ箇所の可視化による補修



５.環境経営計画及び取り組み結果、評価
結果、今後の取り組み
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２）廃棄物量削減
④産廃の表示を見やすく改善



今後の取り組み

①電力使用量削減
・新規電気炉の効率的な稼動方法の適用
②LED照明の適用
・新規作業エリア照明へのLED採用
③水使用量の削減
・新規電気炉稼動後の水使用量原単位の監視

５.環境経営計画及び取り組み結果、評価
結果、今後の取り組み
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６.環境関連法規の遵守状況の確認結果
及び評価結果
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表 主に適用となる環境関連法規

主な適用法規 要求事項 遵守状況

廃棄物処理
法

廃棄物の表示・保管管理、マニフェス
トの集計・報告

○

騒音規制法 規制基準の順守 ○

振動規制法 規制基準の順守 ○

フロン法 第一種特定製品の定期点検 ○

浄化槽法 水質の検査 ○

・関連法規の違反はありません。
・関係当局より違反などの指摘はありません。



７.代表者による全体評価と見直しの結果
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代表者による全体評価・見直し指示

外部からの苦情、環境事故に類する異常は無かった。

是正および予防措置の事例はありません

飲料容器のペットボトルからアルミへのトレンドがある。

年度計画に折り込んで進めている。

特になし。

６．取引先、業界、関係行政機関その他の
外部動向

項目 環境責任者の報告及び提案

CO2排出量削減が目標達成した。新工場立上げに伴い廃棄物排出
量は増加となった。不良率は改善傾向で次年度も改善を進める。

新工場の照明のLED化、冬季熱漏れ対策のカーテン設置、産廃の表
示を見やすく改善、エア漏れ箇所の可視化による補修、を実施。今後
も監視・改善を継続する。

環境関連法規への違反はなかった。関係当局からの違反指摘もな
かった。所定の届出等も予定通り実施した。

１．環境目標及び目標達成状況

２．環境活動計画及び取り組み実施状況

３．環境関連法要求一覧及び遵守状況

４．外部コミュニケーション・対応記録

５．問題点の是正および予防処置

全体評価・ｺﾒﾝﾄ（環境経営ｼｽﾃﾑの有効
性、環境への取組の適切性など）

2022年度はCO2排出量削減となったが、2023年度は新ろう付炉の
稼動に伴い電力使用量の増加となる。原単位では目標達成できるよ
う進める。新工場立上げに伴い廃棄物排出量は増加となったが、次
年度は排出量抑制に努める。引き続き監視・改善を継続し、負荷の
低減、環境事故の防止を図る。

７．前回の指示への対応

８．その他


